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2012 年および 2013 年の１００mレースにおけるスピード変化と
最高スピード出現区間について
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　１００m レースでは、最高スピードと記録との

間に高い相関があることを報告してきた（松尾ら、

2011）。最高スピードの到達地点をみると、３０

m から９０m の範囲で選手により異なっている。そ

こで、本年度の報告書では、２０１２年および

２０１３年日本選手権までのレース中のスピード変

化と、最高スピード到達距離について検討した結果

について報告する。

方法

　2012 年から 2013 年に国内で開催された 12 年度

の出雲陸上、織田記念、ゴールデングランプリ、日

本選手権、南部記念、国体、13 年度の織田記念、ゴー

ルデングランプリおよび日本選手権にて、レーザー

式スピード計測装置（ラベック）を使ってレース中

の疾走スピードを測定し、レースを分析した（表１）。

述べ人数は男子 141 名、女子 143 名であった。2012

年度では、ロンドンオリンピックの年でもあったの

で、代表選手の選考までの織田記念、ゴールデング

ランプリと日本選手権では、できるだけ多くの出場

選手の計測ができるように予選ラウンドから出場選

手 8名を対象として測定するようにした。

　疾走スピードの計測にはレーザー方式をもちい

た。（松尾ら、2008）。選手の背面に設置した測定装

置（ラベック）によりスタートからフィニッシュま

での移動距離を 1/100 秒ごとに測定し、フィニッ

シュタイムと移動距離と時間の関係から１０m ごと

のラップタイムを求め、１０m 区間ごとの平均ス

ピードを求めた。

結果と考察

　表 2、表３には、男子と女子のレース分析結果と

して、測定した上位 15 位までの日付、氏名、風速、

記録、最高スピードとその出現区間、スピード逓減

率、スタートからの１０ｍごとの通過タイムと区間

通過タイムおよび区間スピードを示した。

　男子についてみるともっともよい記録は 2013 年

織田記念決勝で桐生選手の 10.03 秒、レース中の最

高スピードは 11.65m/s であった。2013 年織田記念

の男子 100m 予選で桐生選手は 10.01 秒の好記録で

あったが、測定機器の不具合で、残念ながらスター

トから 35m 以降のスピードデータを得ることができ

なかったので、この報告には含めていない。

　女子では、2012 年ゴールデングランプリの FELIX

選手が記録した 11.22 秒がもっともよい記録で、

レース中の最高スピードは 10.31m/s であった。日

本人トップは福島選手の 11.34 秒、レース中の最高

スピードは 9.96m/s であった。福島選手が日本記

録 11.21 秒を出したときの最高スピード 10.07m/s

と比べると、記録では 0.13 秒、最高スピードでは

表１． 対象とした大会と人数
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表２ 2012 年度と 2013 年度において計測したトップ 15 位のレース分析結果

表３ 2012 年度と 2013 年度において計測したトップ 15 位のレース分析結果
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0.11m/s ほど低い値であった。

　男女ともに記録がよい場合にはレース中の最高ス

ピードが高くなる傾向がすでに報告されているが、

今回の分析結果もほぼ同様の傾向があった。

　図 2 には、2012 年と 2013 年におけるレース分析

結果の中で、男子の上位３名のスタートからフィ

ニッシュまでのスピード変化を示した。上位 3 名

のデータはすべて 2013 年織田記念の決勝レースの

ものであった。3 選手ともに 20m から 30 ｍ区間で

10m/s を超え、次の 30m-40m 区間では 11m/s を超え

ていた。最高スピードに達する区間をみると、桐

生選手は 40m-50m 区間で 11.65m/s に、山縣選手と

江里口選手は 50m-60m 区間でそれぞれ 11.57m/s と

11.46m/s であった。そのあとの 70m-80m 区間まで

は桐生選手のスピードがもっとも高いが、80m 以降

の区間では山縣選手のスピードが桐生選手よりも高

かった。通過タイムの差をみると 80m では、0.03

秒あったが、フィニッシュでは両者の差は 0.01 秒

になっていた。

　図 3 には、2012 年と 2013 年におけるレース分析

結果で、女子の上位３名と FELIX 選手のスピード変

化を示した。FELIX 選手のスピードを日本選手と比

べると、10m-20m の区間では日本人選手よりも遅い

が、30m 以降のスピードは明らかに高く、40-50m の

区間で 10.31m/s の最高スピードに達していた。福

島選手の日本記録 11.21 秒のときには 10.07m/s で

あったのと比べると、記録が 0.01 秒遅いが最高ス

ピードは 0.24m/s 高い値であった。11.45 秒の市川

選手と 11.47 秒の土井選手を比べてみると、最高ス

ピードでは市川選手が 9.89m/s であり、土井選手が

9.99m/s となっており、記録がよい市川選手の方が

最高スピードの値が低くなっている。これらのよう

に記録の差が少ない場合には、最高スピードに記録

が比例しないこともある。これは、スタートからの

加速の差や最高スピード以降のスピード低下の差に

よるものであろう。

　図 4には、男子におけるレース中の最高スピード

と記録との関係を示した。参考としてすでに報告さ

れているボルトの世界記録 9.58 秒、ソウルオリン

ピック、９１年東京世界陸上や０７年大阪の世界陸

上を含む国内の主要な大会で測定した 682 例のレー

ス分析結果から求めた回帰線を合わせて表示した。

2012 年度および 2013 年度の記録と最高スピードと

の間には統計的に有意な負の比例関係（n=142, r=-

0.957, p<0.001）にあった。

　図５は、女子におけるレース中の最高スピードと

記録との関係である。ここでも男子と同様の大会で

図１ 男子１００ｍにおける 2012 年度と 2013 年度

で計測したデータの上位 3名のスピード曲線

凡例； 日付、氏名、ラウンド（FI；決勝）、風速、記録、

最高スピード、最高スピード出現区間

図２ 女子１００ｍにおける 2012 年度と 2013 年度

で計測したデータの上位 3名と FELIX 選手の

スピード曲線

凡例； 日付、氏名、ラウンド（FI；決勝）、風速、記録、

最高スピード、最高スピード出現区間

図３． 2012年と2013年、男子１００ｍにおけるレー

ス中の最高スピードと記録との関係

 図中の点線は先行報告をもとに、9.58 秒か

ら10.98秒の682例から求めた回帰式である。
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の計 621 名のレース分析から求めた回帰直線を点線

で示した。2012 年と 2013 年のデータはほぼ同様の

直線関係 (n=143, r=-0.965, p<0.001) が得られて

いる。

　男女ともに、従来の報告とほぼ同様の傾向にある

ことが確認された。これらのことから、男女のそれ

ぞれの範囲内でみると、記録は最高スピードと比例

関係にあることが明らかである。一方、女子の例と

して挙げたように、記録の差が少ない例を比べた場

合には、最高スピードと記録とが逆転する場合もあ

る。

　最高スピードの出現区間ごとに度数を男女別にみ

たものを表４に示した。参考として従来のデータか

ら男子では 19 例の９秒台、女子では 10 例の 10 秒

台の度数についてもあわせて表示した。

　男子をみると９秒台レースでは、50-60m 区間が

最も多くて 8 例あり全体の 42％、次いで 60-70m 区

間が 6 例の 32% であった。世界記録のボルト選手

の場合は 60-70m 区間である。２０１２年度および

２０１３年度をみると 50-60m 区間が最も多く 87 例

の 61％、次いで 40-50m 区間が 27％であった。もっ

とも多い度数は９秒台も２０１２年度と２０１３年

度ともに 50m から 60m の区間であった。９秒台の選

手の方が最高スピード到達を遅らせている選手が多

いとみることができるが、３０m の通過タイムと記

録とも相関があることとあわせて考えると９秒台で

は 60m 以降でもさらに加速できる選手が日本選手よ

りも多いと考えることもできる。

　女子をみると１０秒台レースでは 50-60m 区間が

6 例で全体の 60％でもっとも多く、ついで 40-50m

区間が２例で 20% であった。また。1988 年ソウル

オリンピックでの 10 秒 54 のジョイナー選手は 60 −

70m で最高スピードに達していた（小林ら、1990）。

2012 年度と 2013 年度では 40-50m が 102 例で 71%、

ついで 50-60m の 30 例で 21% であった。女子の日本

選手では 40-50m 区間がもっとも多かった。前述の

福島選手の日本記録の場合には 50-60m 区間であっ

た。女子の場合では、女子の 10 秒台や男子よりも

１区間手前で最高スピードに達している選手が多

かった。しかしながら、10 秒台の例数が 10 例であ

るので、さらに例数を増やしていくことで、日本選

手の具体的な目標値となるであろう。

　今後はさらにすでに測定したデータや今後のレー

スの測定でデータ数を増やしていくことや、選手内

で記録と最高スピード到達区間との関連性を検討し

ていくことで、最高スピード区間の違いが記録へお

よぼす影響を検討できるであろう。

まとめ

２０１２年および２０１３年日本選手権までのレー

ス中のスピード変化と、最高スピード到達距離につ

いて検討した。

１．男子についてみるともっともよい記録は 2013

年織田記念決勝で桐生選手の 10.03 秒、レース

中の最高スピードは 11.65m/s であった。一方、

女子ではもっとも記録がよかった日本選手は福

島選手の 11 秒 34、最高スピードは 9.96m/s で

図４． 2012年と2013年、女子１００ｍにおけるレー

ス中の最高スピードと記録との関係

 図中の点線は先行報告をもとに、10.54 秒か

ら12.47秒の621例から求めた回帰式である。

表４ 最高スピード出現区間の度数分布

 男子では 9秒台、女子では 10 秒台の分布は、

海外選手である。
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追記

　織田記念男子１００ｍ予選の桐生選手 10.01 秒の

通過タイムと最高スピードの推定について

　2013 年４月２９日、織田記念陸上競技大会にて、

男子１００m 予選で高校生の桐生選手が 10.01 秒の

日本歴代２位のタイムを記録した。このとき、測定

装置の不具合でスタートから 35m までとフィニッ

シュ後５m ほどの区間のデータしか得られなかっ

た。

　そこで、計測できた３０ｍまでのデータと、

１００ｍ以降のデータをもとにして４０ｍ以降の

通過タイムを数学的な手法を用いて推定を試みた

（Matlab、スプライン補間）。測定で得られた有効な

時間 -距離の値に、欠落した区間の時間を適当と思

われる数値をあたえたのち、スプライン関数にて補

間して距離データを得た。数種類の時間データを入

れることを試みた。時間の与え方によっては、12m/

s を超える最高スピード値になったこともあった。

そこで、最も、決勝レースに近い最大スピード値が

得られた結果を追記表 1に、また、そのデータをも

とに求めたスピード変化を追記図１に示した。最高

追記図 1. 織田記念における男子 100m での桐生選

手の予選と決勝レースの区間スピード

追記表 1 織田記念における男子 100m での桐生選手の予選と決勝レスの通過タイム、区間タイムおよび区

間スピード

あった。

２．最高スピードと１００m の記録とは男女とも従

来の報告とほぼ同様に有意に高い相関関係が認

められた。

３．最高スピード到達区間の度数分布をみると、男

子では９秒台および２０１２年度と２０１３年

度ともに、50-60m 区間でもっとも多く、女子

では、40-50m 区間がもっとも多かった。
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スピードは、11.64m/s となり、出現区間は５０ｍ

から６０ｍの区間であった。なお、桐生選手のこの

付近の動作分析結果のスピードが 11.58m/s であっ

た。これと比較しても、極端にことなる推定結果で

はなかったと考えられる。しかしながら、数学的に

処理したとはいえ、中間の距離データの妥当性の検

証は困難であることから、この推定法でもとめた最

高スピード 11.64m/s およびその出現区間 50m から

60m という値は参考資料として扱うことが妥当であ

ると考えられる。


